「まちづくり交流フォーラム」へのよびかけ

  高齢化・低成長社会の21世紀を迎えるにあたり、これまでの高度成長時代のまちづくりから大きくパラダイムを転換することが求められています。そうした中、去る３月２５日、「特定非営利活動促進法（ＮＰＯ法）」が公布され、市民が様々な社会的領域で活躍することへの期待が膨らんでいます。私たちは今、市民主導の視点に立ち、これまでのまちづくりの経験を生かしながら、21世紀のまちづくりを提案するための「研究集会」を３ケ年計画で開催することにしました。

  まちづくりを都市工学や建築・土木などのハード面だけに限定せず、環境・福祉・教育・文化といったソフト面にも視野を広げ、また、高齢者・女性・子ども・障害者・外国人などのかかえる課題への取り組みも積極的に位置づけ、そうした視点から取り組まれている各地・各領域での様々な新しい試みを掘り起こすとともに、その経験や知識・情報を交流し、自らも実際にモデル事業を開発しながら、２１世紀におけるまちづくりのあり方や中身や取り組み方などを論議しようと考えています。

  具体的には、まちづくりとは何か、市民とは何かなどの基本的な命題の解明にもチャレンジし、21世紀におけるまちづくりのコンセプトを提案したいと思います。また、個別のテーマを設けて課題を掘り下げ、分科会の論議やワークショップ、現地調査や事例交流などを行いながら中身を深めます。特に、昔から「まちづくりは人づくり」と言われてきたように、｢人｣に焦点を当てたいと思います。

研究集会には、全国各地でまちづくりに取り組んでいる団体や個人、大学やシンクタンクなどの研究者や研究機関、企業や行政の方々にも広く参加をよびかけ、文字どおり、２１世紀の市民社会をめざして市民・企業・行政のパートナーシップの新たな関係を築いていこうと思います。そのため、初年度は「出会いと交流の場」、2年度は論議を深め実践例を確認する「話し合いと討論の場」、最後の年は21世紀へのまちづくりについて「提言をまとめる場」と位置づけ、この過程で得られた様々な知識や情報をインターネットで公開したり、出版するなどして多くの方々に提供していきます。

  研究集会を軸にしながらこうした取り組みを進めるため、各年度毎に研究集会の実行委員会を結成するとともに、それとは別に3年間の運営に継続的に責任を負う組織として、「まちづくり交流フォーラム」を設立することにしました。

「研究集会」及び「まちづくり交流フォーラム」は、21世紀における新たな文化、新たなコミュニティを創造・提案し、パートナーシップ型市民社会を築くために、市民からよびかける熱いメッセージです。

東海・中部地方から産声をあげたこのよびかけが大きく豊かに広がっていくために、「研究集会」実行委員会への参加とともに、「まちづくり交流フォーラム」へのみなさんのご参加をよびかけるものです。（１９９８・５）

